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学校番号 3005 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 
第１学年 

(総合募集) 

ENGLISH NOW 

English CommunicationⅠ（開隆堂） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く

行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

初歩的な語句

を使ったり、

決まった日常

の挨拶や季節

の挨拶のやり

とりをするこ

とができる。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

自分の考
えや気持
ちを伝え
る等の活
動の観察 

基本的な単語や句

を正確に書くこと

ができる。 

 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

定期考査 

 

ゆっくりはっき

りと発音されれ

ば、身近な 

単語や句を正確

に聴き取るこ

とができる。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

ＣＤを聞
いてリピ
ーティン
グ、ペア
リーディ
ング等の
活動の観
察 

アルファベ

ッ ト や 符

号 が わ か

り、初歩的

な 語 句 や

文 を 理 解

す る こ と

ができる。 

ｺﾐｭ英Ⅰ 

定期考査 

音読チェ

ック 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動  

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

“Hello, 

Everyone” 

( 4 時間) 

高校生になった 

春香が、クラス 

メートに自分の 

ことを知っても

らうために自己 

紹介をする。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の内容に関して

間違うことを恐れず

積極的に話す。 

・セクションごとの内容

をキーワードをもとに

簡単な英語で説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・本文の内容に関して

の言語活動への取

り組み姿勢を観察。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて内

容の要約を口頭です

る。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・本文を読んで、その

内容を口頭で要約

することができた

り、英文を適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・各セクションの概要、

要点を理解する。 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに話の

展開を読み取る。 

・話の展開を把握し内

容を理解できる。音読

でしっかり声が出て

いる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容把握ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文に出てくる文法

事項を理解し、様々

な語彙や表現を習得

する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の中で学習した

文法事項を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。                            

Lesson 2 

Text 

Messages 

( 5 時間) 

英語と日本語の 

ショートメッセ

ージに使われる 

顔文字の違いや

略語について理

解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどし

て聞き続ける。 

・セクションごとの音声

を聞き取ったり、キー

ワードをもとに簡単な

英語で内容を説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容に対する

感想や意見を言え

る。 

・セクションごとの概要

を把握したり、自分の

意見や考えをまとめ

る。 

・話の内容を口頭で要

約したり、感想を述

べたりできる。 

・言語活動への取り組

み状況の観察や、提

出したワークシー

トの内容を判断材

料とする。 

 

「外国語理解の能力」 

・セクションごとに本

文の音声を聞き概要を

把握する。 

・本文の音声を聞き取る。

本文に関する質問に答

えるなどしてその内容

についての理解を深め

る。 

・本文の音声を聞いて

必要な情報を聞き取

ることができたり、聞

き手に伝わるように

音読することができ

る。 

・音読やリスニング等

の言語活動の観察。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語を使用している

人々の背景にある文

化、多様な物の見方

や考え方に対する理

解を深める。 

・文化的背景についての

大切なポイントを書き

留めながら本文の内容

を理解する。 

・異なる習慣など本文

の内容を理解する

際に必要な文化的

背景について理解

している。 

・内容に関しての

Q&A や定期考査の

筆記テストにおい

て、知識が身に付い

ているかを判断す

る。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

What Are  

Good 

Snacks? 

( 5 時間) 

マイクとホスト 

マザーの対話、

科学者の意見か

ら、健康によい 

おやつについて 

理解する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の内容に関して

間違うことを恐れず

積極的に話す。 

・セクションごとの内容

をキーワードをもとに

簡単な英語で説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・本文の内容に関して

の言語活動への取

り組み姿勢を観察。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて内

容の要約を口頭です

る。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・本文を読んで、その

内容を口頭で要約

することができた

り、英文を適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・各セクションの概要、

要点を理解する。 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに話の

展開を読み取る。 

・話の展開を把握し内

容を理解できる。音読

でしっかり声が出て

いる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容把握ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文に出てくる文法

事項を理解し、様々

な語彙や表現を習得

する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の中で学習した

文法事項を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。                            

Lesson 4 

A Friendly 

Hug 

( 5 時間) 

日本とアメリカ

の挨拶の違いを

理解する。アメ

リカでホームス

テイをすること

になった翔太

が、空港での出

迎えのシーンで

驚いたこととは

どのようなこと

だったのかを理

解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどし

て聞き続ける。 

・セクションごとの音声

を聞き取ったり、キー

ワードをもとに簡単な

英語で内容を説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容に対する

感想や意見を言え

る。 

・セクションごとの概要

を把握したり、自分の

意見や考えをまとめ

る。 

・話の内容を口頭で要

約したり、感想を述

べたりできる。 

・言語活動への取り組

み状況の観察や、提

出したワークシー

トの内容を判断材

料とする。 

 

「外国語理解の能力」 

・セクションごとに本

文の音声を聞き概要を

把握する。 

・本文の音声を聞き取る。

本文に関する質問に答

えるなどしてその内容

についての理解を深め

る。 

・本文の音声を聞いて

必要な情報を聞き取

ることができたり、聞

き手に伝わるように

音読することができ

る。 

・音読やリスニング等

の言語活動の観察。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語を使用している

人々の背景にある文

化、多様な物の見方

や考え方に対する理

解を深める。 

・文化的背景についての

大切なポイントを書き

留めながら本文の内容

を理解する。 

・異なる習慣など本文

の内容を理解する

際に必要な文化的

背景について理解

している。 

・内容に関しての

Q&A や定期考査の

筆記テストにおい

て、知識が身に付い

ているかを判断す

る。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

Kawaii 

( 5 時間) 

「カワイイ！」

という日本語が

海外で広く浸透

していることを

知り、日本文化

についての様々

な見方を理解す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の内容に関して

間違うことを恐れず

積極的に話す。 

・セクションごとの内容

をキーワードをもとに

簡単な英語で説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・本文の内容に関して

の言語活動への取

り組み姿勢を観察。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて内

容の要約を口頭です

る。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・本文を読んで、その

内容を口頭で要約

することができた

り、英文を適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・各セクションの概要、

要点を理解する。 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに話の

展開を読み取る。 

・話の展開を把握し内

容を理解できる。音読

でしっかり声が出て

いる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容把握ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文に出てくる文法

事項を理解し、様々

な語彙や表現を習得

する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の中で学習した

文法事項を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。                            

Lesson 6 

Sempai and 

Kohai 

( 5 時間) 

年上の人に対し

て日本では「先

輩」ということ

ばをよく使う

が、英語にも同

じような表現が

あるかどうかを

確認する。文化

が異なれば発想

や表現方法が違

うこともあるこ

とを理解する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどし

て聞き続ける。 

・セクションごとの音声

を聞き取ったり、キー

ワードをもとに簡単な

英語で内容を説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容に対する

感想や意見を言え

る。 

・セクションごとの概要

を把握したり、自分の

意見や考えをまとめ

る。 

・話の内容を口頭で要

約したり、感想を述

べたりできる。 

・言語活動への取り組

み状況の観察や、提

出したワークシー

トの内容を判断材

料とする。 

 

「外国語理解の能力」 

・セクションごとに本

文の音声を聞き概要を

把握する。 

・本文の音声を聞き取る。

本文に関する質問に答

えるなどしてその内容

についての理解を深め

る。 

・本文の音声を聞いて

必要な情報を聞き取

ることができたり、聞

き手に伝わるように

音読することができ

る。 

・音読やリスニング等

の言語活動の観察。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語を使用している

人々の背景にある文

化、多様な物の見方

や考え方に対する理

解を深める。 

・文化的背景についての

大切なポイントを書き

留めながら本文の内容

を理解する。 

・異なる習慣など本文

の内容を理解する

際に必要な文化的

背景について理解

している。 

・内容に関しての

Q&A や定期考査の

筆記テストにおい

て、知識が身に付い

ているかを判断す

る。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

Mago-no- 

Mise 

( 6 時間) 

三重県のある高

校では、課外活

動として特別な

活動をしてい

る。レストラン

の特徴、運営に

携わる高校生の

様子、地域に与

える影響などに

ついて理解す

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の内容に関して

間違うことを恐れず

積極的に話す。 

・セクションごとの内容

をキーワードをもとに

簡単な英語で説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・本文の内容に関して

の言語活動への取

り組み姿勢を観察。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて内

容の要約を口頭です

る。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・本文を読んで、その

内容を口頭で要約

することができた

り、英文を適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・各セクションの概要、

要点を理解する。 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに話の

展開を読み取る。 

・話の展開を把握し内

容を理解できる。音読

でしっかり声が出て

いる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容把握ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文に出てくる文法

事項を理解し、様々

な語彙や表現を習得

する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の中で学習した

文法事項を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。                            

Lesson 8 

Marathon 

Of Hope 

( 6 時間) 

病気で片脚を失

ったカナダ人青

年の、命をかけ

た挑戦を知り、

それをきっかけ

に、その後どの

ようなことが世

界に広まったか

を理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどし

て聞き続ける。 

・セクションごとの音声

を聞き取ったり、キー

ワードをもとに簡単な

英語で内容を説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容に対する

感想や意見を言え

る。 

・セクションごとの概要

を把握したり、自分の

意見や考えをまとめ

る。 

・話の内容を口頭で要

約したり、感想を述

べたりできる。 

・言語活動への取り組

み状況の観察や、提

出したワークシー

トの内容を判断材

料とする。 

 

「外国語理解の能力」 

・セクションごとに本

文の音声を聞き概要を

把握する。 

・本文の音声を聞き取る。

本文に関する質問に答

えるなどしてその内容

についての理解を深め

る。 

・本文の音声を聞いて

必要な情報を聞き取

ることができたり、聞

き手に伝わるように

音読することができ

る。 

・音読やリスニング等

の言語活動の観察。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語を使用している

人々の背景にある文

化、多様な物の見方

や考え方に対する理

解を深める。 

・文化的背景についての

大切なポイントを書き

留めながら本文の内容

を理解する。 

・異なる習慣など本文

の内容を理解する

際に必要な文化的

背景について理解

している。 

・内容に関しての

Q&A や定期考査の

筆記テストにおい

て、知識が身に付い

ているかを判断す

る。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

Mottainai 

( 6 時間) 

日本語の「もっ

たいない」とい

うことばは、ケ

ニアの元環境副

大臣ワンガリ・

マータイ氏によ

って世界に広ま

った。なぜ、ど

のようにしてこ

のことばが広ま

っていったかを

理解する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文の内容に関して

間違うことを恐れず

積極的に話す。 

・セクションごとの内容

をキーワードをもとに

簡単な英語で説明す

る。 

・本文の内容に関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりして

いる。 

・本文の内容に関して

の言語活動への取

り組み姿勢を観察。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて内

容の要約を口頭です

る。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・本文を読んで、その

内容を口頭で要約

することができた

り、英文を適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・各セクションの概要、

要点を理解する。 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに話の

展開を読み取る。 

・話の展開を把握し内

容を理解できる。音読

でしっかり声が出て

いる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容把握ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文に出てくる文法

事項を理解し、様々

な語彙や表現を習得

する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の中で学習した

文法事項を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。                            


